
医学部を目指す高校生・受験生を結ぶ情報誌

医学生のたまご 4月号

4月になり、新学期や新生活が始まりますね。
新年度が始まると、特に受験生はあと1年という気持ちになり、身が引き締まりますね。1.2年生だと、進路が明確

になってきたり、部活動などの学校生活に最後まで一生懸命だったりといろいろだと思います。学校生活のどんな
経験も、将来に生きてくると思いますので、引き続き楽しんでください！
新しい挑戦をしたくなったら、いつでも千葉民医連の企画にぜひ来てみてくださいね。

新年度の抱負はありますか

今年度、はじめの数回は「医師不足」をテーマに深めていきます。
よく高校生や医学生と話していると、「医師不足」と「医師偏在」という言葉が出てきます。さて、この言葉は同じ意味

なのでしょうか。どちらの言葉を使うようにすればいいのでしょうか。

2026 年度 高校生企画の年間予定

キーワードを深めよう 『 医師不足①』

【お問い合わせ】

千葉県民主医療機関連合会（千葉民医連） TEL：043-224-7497

「不足」とは足りていないこと、「偏在」とは偏っていることとい
うのは分かると思います。だから2つの言葉は別の意味でしょう。
医師数について話されるときに、文部科学省や医療団体は
OECDのデータをよく参照します（左図は厚労省『医療提供体制
の国際比較』にて引用されているOECD2018年のデータ）。
これは人口1,000人に対する医師数を表しています。平均およ

そ3.5人に対し、日本はおよそ2.4人です。世界平均では日本の
医師数は「不足」していることが分かります。では、「偏在」ではな
く「不足」ということなのでしょうか。次回に続きます！

高校生医師体験は、千葉県民の日（6/15）、夏休み、冬休み、公立入試期間、春休みの計5回開催予定です。25
年度の医師体験の申し込みは158名、参加は113名に上りました。今年度は120名参加できるように企画を進め
ていきます。
模擬面接体験では、夏休みや直前期に加え、6月頃から月1回程度定期開催します。もちろんこれまで通り、別日

時の要望にもお応えしていきます。
ボランティアは、地域ボランティアを中心に年4回ほど開催予定です。病院が行う健康まつりにも参加できるよう

にし、現場で働く医療従事者とも交流できる機会を作ります。
そして、夏ごろに一度、医学生との交流企画を行います！アンケートでも、医学生懇談を希望する方が多かった

からです。受験のことや在学している大学の特徴など、自由にお話しできる企画にしたいと考えています。
その他にも医学部受験や医師を目指すモチベーションにつながる企画を考えていきますので、HPや公式LINE

のお知らせをご確認ください！！！

※予定は変わることもありますので、あらかじめご了承ください

医師体験 6/15、7/21～8/28、12/24～25、2/16～19、3/25～31

模擬面接 6月から月1回土曜日午後に定期開催

ボランティア 年4回ほど地域ボランティアを中心に開催

医学生懇談 夏休み期間に、医学部1年生や先輩医学生との交流

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000906892.pdf
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